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都市化による土地利用の変化，工業化による地下水の過剰利用
⇒地下水位の低下、湧水の消滅

タンクモデル:
降水による地下水位変動などをタンクで考える数値モデル

Nash係数:
水文モデルを評価する指標 （1≧ E >−∞）

1に近いほど精度が良く 0.7以上で再現性が高いとされる
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落合第一出張所の降水量と地下水位でパラメーター調整

降水量が分かれば地下水位の予測ができる

湧出量 地下水位

変動幅 3.5 - 99.2(L/min) 28.7 - 31.4(m(T.P.))

特徴
降水に応じて
数日間で大きく変化

上昇時は数時間で急激に変化
下降時は上昇時より緩慢に変化

タンクモデル 解析雨量 水質

結果 Nash係数0.95超
半径3kmの範囲
でNashが最高

EC・SiO2濃度ともに
降水の影響が少ない

科学的
意義

降水から高精度の
地下水位予測

涵養域は10km2

程度と広い
地下の古い水が押し
出されている可能性

社会的
意義

地下水適正利用の
指標になり得る

湧水の保全対策に有効な地点を
考える際の重要なファクター

▲おとめ山公園の地図（新宿区）

半径3km内の約10km2が涵養域の可能性
しかし『東京の名湧水57選』によれば 0.1～1km2

①1kmメッシュの
解析雨量を
地図上にプロット

②付近の高低差を
考慮して範囲を決定

③範囲内の平均降水量
をタンクモデルにかけ、
Nash係数を算出

5. 考察② 解析雨量を用いた涵養域の推定
2. 調査・地域の概要

3.湧出量・地下水位・降水量（2012/01-2014/11）

都市部の水環境に興味を持ち、
水循環プロセスの解明を目的として研究

おとめ山公園の湧水は
都市部の貴重な湧水

1995年

280ヵ所
2013年

235ヵ所

涵養

◀23区の湧水数
（白地図専門店 改）

地下水は人間がそのまま利用できる水の
9割以上を占める（生活・農業・工業に利用）

地下に浸み込んで地下水となる＝涵養
(範囲＝涵養域)

1. 研究背景・目的 4. 考察① タンクモデルによる地下水位予測

SiO2：降水には含まれず、滞留時間に比例して濃度が増加する

EC：溶存イオンに応じて変化

EC・SiO2共に降水による影響が少ない

→古い水が押し出されている可能性

→涵養域が狭くないことを支持

＊グラフ中の斜線は大雨後

6. 考察③ 水質による検証

7. まとめ

湧出量 地下水位

観測場所 おとめ山公園 井戸

観測機器 手作業 Onset computer社
HOBO U20

観測間隔 原則毎日 30分毎

井戸

海城学園

新宿駅

▲調査地域地図
（白地図専門店 改）

落合第一出張所

おとめ山公園

神田川

電気伝導度（EC） SiO2濃度

観測機器 堀場製作所
D54SE

HACH社製
分光光度計

観測間隔 1ヵ月毎
降水後3日目・大雨時（100mm）

▲湧出量観測

おとめ山公園

▲『～東京の湧水～湧水マップ』
（東京都，2008 改）

＊不圧地下水

＊被圧地下水

武蔵野段丘に位置（崖線系）
面積: 2.88ha

▲井戸の外観

結果を利用

水質で検証

5km
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解析雨量:
レーダーによる面的データと、アメダスによる点的データを合成した雨量データ

▲（気象庁HP）
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Nash係数=0.952

2つの水質による検証
→考察②と整合的

6分の1が消滅

学校のある新宿区
で調査を開始

地下水と降水との関連性を利用できないか


